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宇宙 線の増加は，雲の増加と地球の寒冷化を意味する．

氷山が落とした岩屑の存在は， 劇的に寒冷な氷山多発期が存在していたことを物語って

いる．

最近の温暖期は， 一連の穏やかな温暖期の内の最新のものでしかない.

太陽風の吹いている太陽圏は，多 くの宇宙線を撃退する.

高エ ネルギーの宇宙 線粒子が， 地球の大気 に衝突 することにより， 粒子のシャワーを

生じる．

貫通性の高い宇宙線は，主 に， 星から非常 に高いエ ネルギーを持ってやっ てくる粒子

に由来する．

３種の高さごとの雲量の変化と宇宙 線のカウントの変化との比較.

20 世紀の南極の気候変動 は，南極以外の気候変動とはちょうど逆の関 係にあった．

デンマ ーク国立宇宙 センターにおけるＳＫＹ実験装置．

宇宙 線の即効作用により，雲凝縮核の形成を誘発する．

デンマ ークのモンスクリント島では，地球が非常 に温暖 だった時 に石灰層が形成され，

その石灰層がその後の寒冷化 した時に，氷河のブ ルド ーザーにより押し潰された．

太陽が銀河系の渦巻き腕の中を周回中に， 地球が受ける宇宙線の強度は変動することと

なる．

１億2,100 万年 前の鳥の卵の化石が発掘 され，その中の雛には羽根が認められた．

古代 の気候のふら付 きは， 太陽の イルカ様の動きに結び付けられた．

木星の衛星エ ウロパは，亀裂の入った氷床に覆われており，全球凍結期の地球のようで

ある･

２つの巨大な星の集 合体同士の衝突により，赤外 線があふ れ出ている.

38 億年前の岩の中の炭化し た小球 は， 知 られてい るものの内で最古 の生物の痕跡で

ある．

天文学から得 たグラフと地質学から得 たグラフが似ているこ とは，生物の生 産性のバ

ラツキが， 銀河内の地球周辺 の環境 と宇宙線の強度によって変化することを示 してい

る.

グールドベルトは， 爆発している星々からなる輪で， 太陽と地球は， それらが発する

宇宙 線の攻撃 を受けている．

丸石から作 られた約260 万年前の石包丁がエチオピアで見出された． これは， 人間が

作った道具 として知られているものの内で最古の ものである．

最近の超新 星爆発で生じた放射性アルミニウム原子(26Al) が放射するγ線．

グールドベルト内 で約100 万年 前に起こ った１つの超新 星爆発は，２つの逃亡 星をは

じきだした．

ドイツのカールスルーエ研究センターにおけるＡＩＤＡエ アロゾル発生装置．

我々を取 り巻 く局所泡は，宇宙線の詰まったビンである．



p.211　 図25　 グラフ同士の 戦い．地球温暖化はすで に停止しているのか．

カラーロ絵

太陽 から噴出している大量のガス．

高エ ネルギーのＸ線放射．　１つの爆発した星の残骸中から宇宙線 が発生していることを示してい

る．

フィンランド上空の高層大気中に示 された壮観なオーロラ.

ジュ ネーブのCERN における検出器により可視化 された自然の宇宙線の軌跡.

人工衛星の赤外線映 像を用いて作成された世界全体の雲の合成写真.

過去の気候変動に関する情報を得るための， グリーンランドの氷床 中への掘削基地.

グリーンランド氷床中の掘削穴深部への温度計のぶら下げ作業.

デンマー ク国立宇宙セ ンターでＳＫＹ の実験中のヘンリ ク・スベ ンスマ ルクとジョン・ オラフ・

ペプ ク・ペダーセン.

画家が天の川の印象を描いた絵．天の川の中心 から離 れた2 つの渦状腕の間に， 太陽 とその惑星

が存在するこ とが示されている.

スターバースト銀河M82 から流れ出てい る熱い ガスの噴流． そのガスは大質量の星々の爆発的

誕生によって生じたものである.

南極の上空を昇っている月．

全球凍結期には，熱帯の海岸 もこのように見えたに違い ない.

短命の星々からなる近くの星団であるすばる星（プレアデス星団）． この星団から地球は， 過去

数百万年の間， 気候を寒冷化 させる宇宙線 を受けていたかも知れない．
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